
ダイナミック・コーチングダイナミック・コーチング  

ー個人と組織の変革ー 

科 学技術が人間の能力を遥かに超えて発

展し、グローバル化した社会で成果を上

げていくために残された未開発領域は、人間力そ

のものでしょう。CEO、社長、理 事長、部 長、課

長，係長、グループ長の責を担う方、その他，プ

ロスポーツ、芸術家、教育組織等々において、多

くの人材を抱えてその人材を生かしていく扇の要

に位置する人の人間力こそが、磨かれ開発され、

かつその機能を維持する必要が高まる時代にな

りました。個々人のタスクパフォーマンスを差異化

するプロの創造的人格機能の開発とメインテナン

スの仕事は、ニューヨーク５番街、東京の一角の

みにとどめておく時代ではなくなりました。「性格

は変わらない」と、大雑把な心理学に封じ込めら

れていた智の箱を開けてみましょう。それがダイ

ナミック・コーチングです。 

P AS心理教育研究所では、個人と集団の思

考・行動・感情の深層の分析に長けた精神

分析Psychoanalysis・集団力学Group Dynamics

の知を生かし、人格を再編する仕事や、集団の生

産性をアップ技法を開発し、実践を重ねてきまし

た。青年から大人まで、現実の限界を越えて能力

の開発を追求する人々の用心棒の仕事です。昨

年の夏に引き続き、われわれが開発した企業人

の人間力、組織力アップのためのダイナミック

コーチングワークショップを開催します。「企業人

としての自分の能力を伸ばしたい、鍛えたい」「部

下や組織の問題や可能性を理解する理論を学び

たい」「職場の生産性を高める技術を知りたい」

「生き生きとした組織を作りたい」から、「職場の

『うつ』、『ハラスメント問題』の理解の方法や対処

予防の方法を知りたい」などの悩みまで。表層的

な対人スキルの獲得を超えた、人格の本質的な

底力のアップを狙うダイナミック・コーチングのエッ

センスを徹底紹介します。 

2 008年の夏の松江で、企業人としての自らの

能力、機能、底力をraise upしてみません

か？いい夏にしましょう。 

 

 

20082008 年年   松江松江   

ＰＡＳ夏の特別プログラムＰＡＳ夏の特別プログラム   

  

企業人のための企業人のための企業人のための   

ダイナミックダイナミックダイナミック   

コーチングコーチングコーチング   
ワークショップワークショップワークショップ   

お問合せ・申込みお問合せ・申込み   

（有）パス心理教育研究所（有）パス心理教育研究所   

〒153－0043 

東京都目黒区2－5－19ハイランドビル3F 

電話＆FAX: 03-3791-1615 

HP: http://www.pas-ins.com 

 

PAS
パ ス

心理教育研究所 

Institute of Psychoanalytic-Systems Psycho-
therapy Ltd 

沿革 History 

 1988年、前身のTIPS（東京心理臨床システム

ズアプローチ研究所）として開設。1993年、（有）

PAS心理教育研究所として開所し現在に至る。 

 

業務内容 Business Contents 

①心理相談部門―ダイナミックコーチング・臨

床コーチング、心理療法、集団精神療法など 

②専門家養成訓練部門 

③心理教育部門―精神的問題の予防、教育プ

ログラムの開発展開、講師派遣など 

④研究・出版部門  

 

設立者 Founder 

小谷英文 Hidefumi Kotani 

国際基督教大学教授 

2008年国際集団精神療法過程学会      

環太平洋地域会議（松江）大会会長 

 

ＰＡＳ心理教育研究所ＰＡＳ心理教育研究所  



企業人のための企業人のための   

ダイナミックコーチングダイナミックコーチング   

ワークショップワークショップ  

  

日程：日程：   

88 月月2222 日（金）日（金）   1010 ：： 0000 －－1717 ：： 0000   

                 18                 18 ：： 0000 －（懇親会）－（懇親会）   

    2323 日（土）  日（土）  1010 ：： 0000 －－1313 ：： 0000   

  

対象・定員：対象・定員：  

企業・組織の経営者、管理職者、精企業・組織の経営者、管理職者、精

神保健担当、社員教育担当、コーチ神保健担当、社員教育担当、コーチ

ングに関心をお持ちの企業人、専門ングに関心をお持ちの企業人、専門

家など。（定員家など。（定員2525 名）名）   

  

受講料：受講料：   

68 ,00068,000円（懇親会費、税込み）円（懇親会費、税込み）   

※懇親会に出られない方は、63,000円 

  

お申込期限：お申込期限：  

20082008 年年 88 月月 1515 日（金）日（金）   

それ以降は事務局に直接お問い合わせ下さい。定員

に余裕のある場合はご参加いただけます。 

講師：講師：   

小谷英文 小谷英文   

（ＣＧＰ全米公認集団精神療法士・臨床心理士）（ＣＧＰ全米公認集団精神療法士・臨床心理士）   

1948年広島市生まれ。アデルファイ大学ダーナー高等

心理学研究所客員研究員、ニューヨーク大学医学校卒

後研修コース集団精神療法修了。広島大学助教授な

どを経て現在、国際基督教大学高等臨床心理学研究

所所長・教授。国際集団精神療法過程学会（ＩＡＧＰ）理

事などを歴任。現日本集団精神療法学会常任理事、Ｉ

ＡＧＰ教育研修委員。専門は、精神分析の心理力動理

論Dynamic theoryを中軸に置いたサイコセラピィ、集団

精神療法、コーチング。主な著書は、『ガイダンスとカウ

ンセリング』（北樹出版）、『ニューサイコセラピィーグ

ローバル社会における安全空間の創成』（風行社）、

『ダイナミック・コーチングー個人と組織の変革』（ＰＡＳ

出版部） 

コーチングスタッフ：コーチングスタッフ：   

西川昌弘西川昌弘   （臨床心理士）（臨床心理士）   

国際基督教大学准教授（臨床心理学）、ＰＡＳ心理教育

研究所 副所長。 

橋本和典橋本和典 （ＣＧＰ・臨床心理士）（ＣＧＰ・臨床心理士）     

ＰＡＳ心理教育研究所 臨床ディレクター／ダイナミック

コーチングチーフ、東京大学駒場学生相談所/立教大

学講師。 

中村有希 中村有希 （教育学博士・臨床心理士）（教育学博士・臨床心理士）     

ＰＡＳ心理教育研究所 ジュニアファカルティー。ＩＣＵ高

等臨床心理学研究所助手。 

  

内容：内容：   

ダイナミックコーチングは、人格機能の本ダイナミックコーチングは、人格機能の本

質的アップを目的としています。セミナーで質的アップを目的としています。セミナーで

は、ワークショップ形式を用いて、コーチのは、ワークショップ形式を用いて、コーチの

立場、クライエントの立場で、ダイナミック立場、クライエントの立場で、ダイナミック

コーチングの実際を体験し、以下の習得をコーチングの実際を体験し、以下の習得を

目指します。目指します。  

①ダイナミックコーチングの基本枠組み 

②個人の人格力学、集団力学をとらえる基礎的

な原理理論 

③ダイナミックコーチングの基礎技術  

  

会場：会場：  

くにびきメッセ（松江駅下車徒歩７分）  くにびきメッセ（松江駅下車徒歩７分）        

http://www.kunibikimesse.jp/frame01.html 

 〒690-0826 島根県松江市学園南1-2-1 

  ＴＥＬ：0852－24－1111 

  

お申込手続き：お申込手続き：   

添 付 の 申 込 書 に 必 要 事 項 を 記 入 し、添 付 の 申 込 書 に 必 要 事 項 を 記 入 し、 PASPAS

心理教育研究所まで心理教育研究所まで 郵送ないしは郵送ないしは FaxFax でおでお

送りください。送りください。   

・プログラムの個別説明をご希望の方もお気軽にお

電話にて事務局までお問い合わせください。 

・領収書の宛名が申込名と異なる場合は事前にお知

らせください。 

・料金には宿泊費・交通費は含まれておりません。ご

了承下さい。 
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